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報道関係者各位                                                      2018年 12月 19日 

公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン 

 

 

 

 

 

 

 

世界各国の男女平等の度合いを指数化した「ジェンダー・ギャップ指数」2018年版が、2018年 12月 18日に世界経済フォ

ーラムによって公表されました。この報告書は、経済、教育、保健、政治の 4分野 14項目における格差の状況を指数化し

国別に順位をつけたものです。 

 

100％を完全な平等とすると、今回、世界の格差は平均で68・0％。日本は前年の65・7％から66・2％に改善し、昨年の114

位からは順位をあげたものの、主要 7カ国（G7）内では最下位の 110位でした。 

 

1位は、達成度 85％のアイスランド、続いてノルウェー（83.5％）、フィンランド、スウェーデン（何れも 82.2％）と北欧諸国が

続きます。10位以内には、5位のニカラグア、6位のルワンダ、8位のフィリピンと、プラン・インターナショナルの活動国も

名を連ねています。これは、女性の政治・経済分野における進出が進んでいることが要因となっています。 

 

2018年の報告では、賃金格差の是正、専門職に就く女性の数の微増など改善が見られたことで、男女間の格差が若干狭

まったとされてはいるものの、特に、経済、政治分野における女性進出は後退したことが分りました。 

 

現状のままだと、ジェンダー・ギャップの解消には 108年を要する 

報告書では、改善の速度が現状のままだと、男女平等が実現するまでには108年を要すると述べられています。最も大き

な課題とされているのが、経済面と政治面の解消で、各々202年、107年の時間が必要とされています。経済分野におけ

る機会創出においては、今年若干の改善が見られたものの、政治分野においては、調査開始時の 2006年から状況が後

退しているのが実情です。教育や保健の分野においては、比較的順調な改善が見られ、当初の見込みよりも早い段階で

の達成が見込めることは朗報です。とはいえ、女性の非識字率が 20％を超えている国は依然44カ国あり、教育の分野で

も更なる取り組みが必要とされています。 

 

政治・経済分野における女性のエンパワーメントが急務 

政治分野では、調査対象 149カ国のうち、女性が国のリーダーを務めている国は、17カ国のみということが分りました。全

体では、大臣職に就いている女性は 18％、議会に占める女性の割合は 24％に留まっています。 

経済分野では、女性が管理職についている割合は、34％である一方で、バハマやコロンビア、ジャマイカ、ラオス、フィリピ

ンを含む 19カ国では全体の 40％が管理職に就くなど光明が見られました。 

 

日本はこの分野での順位も低く、女性の意思決定への参加を測る政治分野で 125位、経済分野では、労働人口における

女性の比率や男女間の所得格差などすべての項目で改善が見られたものの、順位は 117位と前年からから 3位後退して

しまいました。 

 

ジェンダー・ギャップ解消に向けたプラン・インターナショナルの取り組み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2018年版「ジェンダー・ギャップ指数」公表 

現状ペースだと男女平等の達成には 108年を要する 

日本は 110位／G7最下位 
国際 NGOプラン・インターナショナルは、ジェンダー平等を推進します 

 

プラン・インターナショナルは、日本および途上国におけるジェンダー・ギャップの是正

に向け、女の子の権利やエンパワーメントの実現を目指して Because I am a Girl

キャンペーンを展開しています。特に、女の子に対する差別の根本原因を断ち切

り、社会の意識を変革するために、10月 11日の国際ガールズ・デーに合わせて、グ

ローバルなアクション、Girl’s Leadership（ガールズ・リーダーシップ）を実施していま

す。このアクションは、政治・経済分野を含めたさまざまな分野において周りをリード

し、大きな決定権を持つ役職についている人物に女の子たちが面会し、彼女たちが

直面する課題やその解決策を提言するものです。一連のアクションを通じて、女の子

自身が権利や可能性に気づく一方で、指導的立場と責任ある人たちが自ら改善に取

り組む意思を表明し、女の子に対する社会の見方を変えるよう促すことを目的として

います。2018年には 70か国で 1000のアクションが行われました。日本でもユース・

メンバーが、東京に暮らす同世代のユースに向けて「安心して暮らせるまちづくり」に

ついての意識調査を行い、その結果を提言にまとめ、東京都青少年・治安対策本部

を訪問し、意見交換を行いました。 
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意見交換の場では、日本の女の子や若い女性が日々セクシュアル・ハラスメントや公共交通機関での痴漢などの危険に

直面している現状を伝え、まちを安全にするためにはどんな対策が必要か、ユース自身の声を伝えました。このアクション

の最終的な目標は一日だけでなく、将来、女の子たちが社会的、経済的、政治的な分野でリーダーシップを発揮できる未

来を築くことです。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   このリリースに関するお問合せ先  

公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン  広報担当 平田・後藤 

〒154-8545 東京都世田谷区三軒茶屋 2-11-22-11F 

TEL：03-5481-6517  FAX ：03-5481-6200    

MAIL：Izumi.Hirata@plan-international.jp 

 

プラン・インターナショナル・ジャパン PR 事務局（株式会社プラチナム内） 小林・北

島・堀井 

tel：03-5572-6071  E メール：planjapanPR@vectorinc.co.jp 

 

プラン・インターナショナル アドボカシー担当 城谷 尚子のコメント 

 

「日本の評価を見ると、特に国会議員、経営管理職、教授や専門職など、社会の仕組みや制

度に影響力を持ってリーダーシップを発揮できる分野で、男女差が大きいことがわかります。

経済や政治分野で女性が活躍する環境を整え、制度を活用する人が増えることで、意思決

定の場に女性が増えれば、社会は変わっていきます。また、若い世代の女性が、ロールモデ

ルに出会い、将来、様々な場でリーダーシップを発揮したいという意識を持つ機会を作ること

も大切です。 

 

途上国だけでなく、先進国も含めたすべての国が取り組むべき 17の目標と 169のターゲット

が定められた国際目標である持続可能な開発目標（SDGｓ）には、目標5に、ジェンダー平等

と女の子・女性のエンパワーメントの実現について明記されています。他の目標には達成期

限が明記されていますが、目標5は達成期限を設けず、2030年を待たず速やかに達成すべ

き課題とされています。進捗が遅れている部分に対して、国、地方行政、企業、個人それぞ

れが解決に向けた行動を取ることが重要です」 

プラン・インターナショナルは、子どもの権利を推進し、貧困や差別のない社会を実現するために世界 70 カ国以上で活動

する国際NGOです。創立は1937年。長年にわたり、子どもや若者、地域の人々とともに地域開発を進めてきました。すべ

ての子どもたちの権利が守られるよう、とりわけ女の子や女性への支援に力を入れています。市民社会、政府機関や国

際機関と連携しながら、世界を持続的に、前向きに変えていきます。https://www.plan-international.jp 

 

 

 

 

Because I am a Girl は、プラン・インターナショナルが展開するグローバルキャンペーン。女の子を取り巻くリ

スクから守り、彼女たちが生きる力を発揮できるよう促すことで、貧困や差別、暴力のない世界を目指します。 

日本のユースが東京都青少年・治安対策本部に提言 9歳の女の子がペドロ首相に面会（スペイン） 

書式変更: インデント : 最初の行 :  16 字, 間隔
段落前 :  0 pt

書式変更: 両端揃え, インデント : 右 :  0 mm, 最
初の行 :  16 字
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